
１　研究主題について
文部科学省の「グローバル化に対応した

英語教育改革実施計画」の中で示されてい
る新たな英語教育の在り方の一つに，日本
人としてのアイデンティティに関する教育
の充実が掲げられている。

また，『新　みんなで取り組む「教育立
県ちば」プラン』には，「郷土と国を愛す
る心と世界を舞台に活躍する能力の育成」
が施策の一つとして掲げられている。これ
らから，子どもたちには外国語を通して海
外に目を向けながらも，郷土のことを見つ
め直し，郷土を愛する心を育てることも同
時に求められている。

ディズニーリゾートで知られる浦安市
は，漁師町として栄えた伝統ある元町と埋
め立ての新興地域が共存する街で，これま
で市内の各地域では，郷土に関する教育の
工夫や充実が進められてきた。2011 年３月
には，東日本大震災によって浦安市の面積
全体の 86％が液状化の被害を受け，浦安市
の風景は一変した。復興に向けて様々な取
組が進められている現状の下，子どもたち
の郷土に対する関心をより一層高めたいと
考えた。

本研究ではまず，教材として「浦安英語
カルタ」を作成して活動することにより，
郷土について表現する英語に触れ，慣れ親
しませる。次に，慣れ親しんだ表現を使っ
て，自分の郷土について，簡単な英語を使っ
て伝える場面を設定する。郷土に関する身
近な内容を英語で扱うことによって，英語
を聞いたり話したりすることへの関心が高

まり，コミュニケーション能力の素地を養
うことにつながると考えられる。グローバ
ル化の進展する現代社会においては，英語
習得のみならず，我が国の歴史・文化等の
教養とともに，情報や考えなどを積極的に
発信し，相手とコミュニケーションを取る
ことができる能力が求められる。本研究に
おいて，自分の郷土のことを英語で表現す
る体験は，グローバル化の進展の中で生き
る子どもたちの一助になると考え，本主題
を設定した。

２　研究目標
郷土について語る力を育てる小学校外国

語活動の教材を作成し，その教材を利用し
た指導の効果を検証する。

３　研究の実際
⑴カルタ教材の作成

郷土を表す英語に慣れ親しむための教材
として「浦安英語カルタ」を作成した。絵
札と読み札を用意し，浦安市に関わる観
光，歴史，交通，食についての語を 26 項
目選定した。Ａ～Ｚま
でアルファベット 26
文字に１項目ずつ設定
した。項目の選定には，
３・４年の社会科の副
教材として使用してい
る「わたしたちの浦安」
等を参考にし，児童に
とって身近に感じられ
る浦安のこと，児童に 図１　絵札の例
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知ってほしい浦安のことの両方が入るよう
にした。

絵札（図１）には写真を掲載し，視覚か
ら英語の意味を理解し，また，郷土に関心
をもてるように配慮した。

読み札（図２）には 26 項目にそれぞれ
10 文ずつ，ヒントとなる英文を作成した。

⑵単元の指導の工夫
まず，浦安英語カルタを有効に活用して，

十分に郷土について表現する英語に慣れ親
しませた。（表１）十分なインプットを与
え自信をもたせた上で，アウトプット活動

へ結び付けた。小学生には，多くの表現を
覚えたり複雑な内容を表現したりすること
は難易度が高い。そこで，カルタで慣れ親
しんだ表現を発表する際に使うことができ
るよう助言した。カルタで出てこなかった
内容や表現を紹介したいと考えた児童に
は，小学生用の和英辞典を与えて調べさせ
たり，指導者やＡＬＴが個別に助言したり
した。

さらに，児童が作った英語による説明の
文を使い，カルタ遊びをすることで，楽し
みながら英語で話す練習をすることを試み
た。

単元の最後には外国人のゲストを教室に
招いて，実際に児童が浦安のことを英語で
ゲストに紹介し，ゲストからは自分の郷土
を紹介してもらう場面を設定した。
⑶検証方法
①事前，事後，遅延リスニング調査

リスニングにおいて，郷土についての英
語表現にどの程度慣れ親しむことができた
かを調査した。英語クイズ①として，英文
を聞いて，英文の中に出てくるものを日本
語の選択肢から選び，○をつける形式で 10
問行った。英語クイズ②として，３つの英
文を聞いて内容を推測し，日本語の選択肢
の中から選び，○をつける形式で 10 問行っ
た。英語クイズ③として，浦安英語カルタ
で扱う英単語の音声を聞いて，一致する英
単語を多肢選択式で選び，○をつける形式
で 13 問行った。事後調査は単元の学習を
終えたその翌日，遅延調査はその６週間後
に実施した。
②事前，事後アンケート調査

児童の情意面の変化を，事前，事後とも
に４段階で答えるアンケートの形式で調査
した。英語の学習に対する気持ちや，郷土
に対する意識などについて質問した。
⑷検証結果の分析と考察
①郷土についての英語表現への慣れ親しみ

図２　読み札の例

表１ 単元の指導計画 
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リスニング調査のいずれの設問も，対応
ありの一元配置分散分析を行った結果，事
前と事後において有意差があった。また，
多重比較を行ったところ，遅延調査におい
て能力が保持されたことが確認できた（図
３）。カルタを使った活動や，浦安につい
て英語で伝える活動の中で，繰り返し聞い
たり話したりすることで，郷土についての
英語に十分に慣れ親しむことができたこと
が確認できた。

また，カルタの活動で使用した英語の表
現が，浦安について英語で紹介する活動に
活用されていた。児童からも「カルタで学
習したから，意外とすらすら言えた。」，「カ
ルタのゲームで学習したことを使って説明
の文を考えることができた。」という感想
があった。
②情意面の変化
「英語の学習や活動が好き」，「英語でい

ろいろなことができるようになりたい」と
いう質問に事前と事後に，「４，とてもそ
う思う」「３，どちらかと言えばそう思
う」「２，どちらかと言えばそう思わない」

「１，そう思わない」の４段階で答えるア
ンケートを行い比較した。肯定的な回答を
した児童の割合が，いずれも増えた。英語
の学習に対する関心や意欲の高まりが確認

できた。また，「浦安市は，誇れる良い市
だと思う」，「外国の人に浦安のことを英語
で紹介したい」，「浦安のことを英語で紹介
する自信がある」，「自分は浦安についてよ
く知っている」の郷土の対する情意面の質
問についても同様に，事後において肯定的
な回答をした児童の割合が増えた。自由記
述には，「浦安の特色を見直すことができ
た。」「浦安の良いところが更に分かった。」

「浦安のことをもっと知りたくなった。」等，
郷土に関心を示した記述が多かった。また，

「浦安の有名な物の英語の言い方がよく分
かった。」，「英語のきまりが分かった。」と
いうように，言語への関心を示す児童もい
ることが確認できた。

以上の結果から，郷土について英語で伝
える自信がつき，良く知ることができたこ
とが，郷土への関心を高めることにつな
がったと考えられる。さらに，英語の学習
への関心や意欲も高まったのではないかと
考えられる。

４　研究のまとめ
⑴成果

郷土を題材とした英語のカルタ教材を活
用することで，郷土について紹介する英語
表現について，聞くこと，話すことにおい
て，効果的に慣れ親しませることができた。
また，郷土を英語で話して伝える活動を英
語のカルタ教材を活用して展開することに
より，郷土への関心を高め，理解を深める
ことができた。
⑵課題

郷土を都道府県や，国と置き換えて，更
なる活用が期待できる。他教科との関連も
考慮し，どのように活用できるかを検討す
る必要がある。また，カルタの活動を中学
校での表現活動へ応用するなど，中学校と
連携を進めたい。

図３　リスニング調査正答率推移 
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１　はじめに
教育基本法では，「伝統と文化を尊重し

それらを育んできた我が国と郷土を愛する
とともに，他国を尊重し，国際社会の平和
と発展に寄与する態度を養うこと」と伝統
文化重視の方向がうちだされた。学習指導
要領音楽科改訂の趣旨では，「我が国の音
楽文化に愛着をもつとともに他国の音楽文
化を尊重する態度を養う観点から，我が国
や郷土の伝統音楽の指導が一層充実して行
われるようにすること」と示された。音楽
科教育の中で日本の伝統音楽をより重視す
る傾向になったことがわかる。そこで，日
本の伝統音楽に親しみ，考えを深めさせる
ために，鑑賞と表現の活動を関連付けるこ
とを充実させる必要があると考えた。

鑑賞と表現の活動を関連付けた指導を行
うことで，音楽的な感受を働かせ，より身
近に日本の伝統音楽を感じることができ
る。またゲストティーチャー（地域人材）
を活用することで，より幅広い表現活動，
唱歌や楽器体験を充実させることができる
と考えた。鑑賞から表現，そして鑑賞に戻
るよう関連させ，一体とする活動につなげ，
楽曲をより深く味わわせたいと考え，本研
究に取り組んだ。

２　研究目標
雅楽「越天楽」において，鑑賞と表現の

関連を図りながら，日本の伝統音楽に親し
むことのできる指導方法を究明する。

３　研究内容・方法
⑴鑑賞指導と日本の伝統音楽の指導にお

ける実態調査と分析
① 調査対象　香取市内小・中学校，香取郡

中学校 24 校音楽科担当教員
②調査内容
ア授業実践について，
イ日本の伝統音楽の指導について　
⑵研究主題に関する基礎的理論研究
⑶検証授業実践・分析
①対象　県内中学校第３学年 37 名
②題材名　日本の伝統音楽に親しもう
　教材名　雅楽「越天楽」　

４　研究の具体的内容　
⑴鑑賞指導と日本の伝統音楽の指導にお

ける実態調査
地域人材の活用による授業が実施されて

いる少数の学校では，授業が活性化されて
いた。しかし，どのような視点や切り口で，
日本の伝統音楽を学ばせるか，ということ
に疑問をもち，指導を敬遠している教員が
多く見られた。また単なる鑑賞で終わって
しまい，教師自身の知識・技術不足から指
導が深められなかった等の難しさを感じて
いるようだ。伝統音楽の学習を通して，ど
のような力を身に付けさせたいのかという
教員の確固たる思いを明確にし，授業に臨
む必要性を感じた。
⑵検証授業の実際

【第１次  雅楽について理解する】
授業を始めるにあたり，篳

ひち

篥
りき

の演奏によ
る「ふるさと」を BGM で流し，音楽室に
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入る段階から場の雰囲気づくりを行った。
授業の導入として，日本の特徴や日本文化
など知っていることを質問し，生徒の自国
の文化における意識はどのようなものなの
かを聞くことができた。また，現在私たち
が生活の中で聞いている言葉，「千秋楽」「楽
屋」，「塩梅」など知っている言葉は，雅楽
が語源となっていることを紹介するとたい
へん驚いた様子であり，親近感が高まった
場面であった。

次に本校の総合
的な学習の時間に
おいて雅楽の学習
を選択している生
徒に，楽器の説明
を担わせた。また

各楽器の音色の確認や「越天楽」の演奏を
披露させた。

【第２次　唱歌・楽器体験をする】
篳
ひち

篥
りき

・龍
りゅう

笛
てき

・笙
しょう

の先生方をお招きし，生
徒たちに本物の楽器に触れ，音色に出会う
場面を設定した。ゲストティーチャーの生
演奏の「越天楽」を間近で聴くことができ
た。三管の織り成すハーモニーは一瞬にし
て生徒の心に浸透し音楽室の空間もいにし

えを思わせる異空
間になった。生で
聴く篳篥の音量は
視聴覚教材とは全
く異なるものであ
り，その音色に驚

かされた。身体の使い方，息の入れ方を自
分の目で確認することができた。

次にグループ学
習に移り，唱歌体
験を行うことによ
り，それぞれの先
生方の専門性に触
れ た。 唱 歌 で は，
音と言葉の流れに戸惑っているグループが
多かった。しかし，ゲストティーチャー

の声の出し方をまね，何度も唱えるうち
にしっかりとした唱歌を唱えることができ
た。ゲストティーチャーから説明を受け，

「雅楽師は唱歌を唱えることができて初め
て楽器を持つことができる」と知り伝統音
楽独特の学習方法である口伝の大切さや雅
楽師の誇りを感じることができた。

唱歌がある程度の形になり，楽器にふれ
音を出す体験に移った。唱歌を習ってから
楽器の練習に入ることは雅楽や日本の伝統
楽器では当然のこととされているが，生徒
にとっては新鮮であり興味深くその活動を
行うことができた。

【第３次　比較鑑賞する】
管絃とオーケストラの「越天楽」を鑑賞

し互いのよさを聴き取る活動を行った。第
１次の鑑賞は，楽曲の全体の雰囲気を捉え
る程度だった。「昔の感じ」「とてもゆっく
り」「不思議な音」などのぼんやりとした
ものにすぎなかった。しかし，唱歌・楽器
体験を行うことで，自分の体験した楽器の
旋律はしっかりと耳で追うことができ，他
の楽器についても入り方や間を感じ取るこ
とができた。そしてより音の重なりや広が
りを意識的に聴き分け認識することができ
るようになったと考えられる。初期鑑賞よ

（生徒の感想より）
・ 同じ指使いでも吹き方によって違う音

に聴こえた。
・ どんどん音がでるようになった。
・ 音がなかなか出なくて苦労した。その

分，音が出た時が気持ちよく，心地の
良い音だった。

・ 息をつなげるのが大変だった。
・ 笙は息を吸っても吐いても音が出るこ

とを経験できてよかった。 
・ 笙は一回に６つの音が出るところに感

動した。
・ 簡単に音は出ると思っていたが実際は

全くでなかった。
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り深く鑑賞ができるようになり比較鑑賞に
つなげることで，自分の感受性を素直につ
かみ発表することができた。雅楽を深く理
解し，オーケストラと比べながら互いのよ
さを感じ取ることができたあらわれと考え
る。授業最後に雅楽のキャッチフレーズを
作成し，的確にふさわしい言葉を考え仕上
げることができた。

５　分析と考察
雅楽に親しみやすい地域と考えていた本

校だが，学習前の意識調査では雅楽を身近
に感じるかの問いには 27％しか肯定的では
なかった。これは行事で神事に参加したこ
とがある生徒や総合的な学習の時間で雅楽
を選択し学習した生徒のみだということが
わかった。

普段の生活の中で注意深く音楽を聴くと
いうことがなされていない結果と感じた。
しかし事後調査によると 78％が肯定的な意
見へと変化した（図１）。それは，第１次
で雅楽の説明の掲示物を充実し，雅楽の歴
史や現代に使われている用語などを提示し
たことにより，雅楽を身近に感じることが
でき，知識・理解が深まることに効果がみ
られた。また，仲間の演奏を聴き，更なる
親近感と興味がわき自分にもできるのでは
ないかという期待が心に芽生えた。楽器演
奏は簡単だと思ったという意見が多く，実
際に体験するとその難しさに圧倒されてい
た。さらに，第２次でゲストティーチャー
による唱歌と楽器体験を行うことは 81％の

生徒が参考になったと感じ，肯定的意見が
多くみられた。唱歌は，楽器を持つ前に習
う大切な学習であるという意味や独特の発
声による唱え方など参考になり伝統音楽の
奥深さを学習することができた。

第３次では管絃とオーケストラの「越天
楽」の鑑賞を丁寧に行うことで，比較鑑賞
の質を向上させることができた。我が国や
諸外国の音楽の互いのよさを感じながら比
べ，共通点を見出し，多方面からの聴き方
を習得し音楽を味わうことができた。何度
も鑑賞し音のつながりを感じ , また体験に
より自分の五感で音楽を聴くことができ
た。雅楽を取り扱うにあたり，意識的に環
境づくりを行い，体験活動を取り入れ鑑賞
につなげると興味・関心は高まり，日本の
伝統音楽のよさや美しさを味わうことがで
きる有効性がみられた。

６　研究のまとめ（成果・課題）
⑴成果

ゲストティーチャーの指導による実技体
験はその後の鑑賞に大いに生かされ自分の
体験した楽器の音を耳で追うことができ，
他の楽器も入り方や間を感じ，拍節的では
ないが音楽の進行を更に理解できたと感じ
ることができた。そして比較鑑賞において
は，管絃とオーケストラでは互いのよさや
美しさを理解し，味わうことができた。
⑵課題

いざ自分の思いや意図を発表するという
場面では，躊

ちゅう

躇
ち ょ

する様子も一部の生徒にみ
られた。自分の言葉で他者に伝える場の設
定を多く設ける必要がある。また，比較鑑
賞する際には，その音楽をどのような視点，
切り口で聴かせるかを明確にし，聴き取ら
せやすい鑑賞方法を提示することが必要と
考える。

はい

27％27％

78％78％ 14％14％ 8％8％

33％33％ 14％14％ 21％21％ 5％5％検
証
前

検
証
後

いいえどちらかというとはい どちらかというといいえどちらでもない

図１　雅楽を身近に感じ興味がもてますか
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26　千葉教育　平成28年度　菜



１　研究主題について
生涯にわたり適切な食生活を営むために

は，栄養や食品等の知識を前提とした上で
日常のあらゆる食行動において適切な判断
を積み重ねていくことが大切である。食材
選択，調理方法，食事環境などの食に関す
る場面において，選択する力，すなわち「判
断力」が必要となる。そこで，高等学校家
庭科において効果的な食育を実践するため
には「食行動における判断力」を育成でき
るような食育プログラムを開発することが
必要であると考えた。「判断力」とは，「選
択力」，「決断力」であり，それを育成する
ためには，食に関する基礎的な知識と「批
判力」が必要である。日常生活の中であら
ゆるものを選択していくのに「批判力」は
不可欠である。具体的には，食品表示を意
識し，それに疑問を持つことができるか，
たくさんの健康情報の中で真偽を考えるこ
とができるか，このような「批判力」は適
切な「判断力」へ導くきっかけとなるもの
であろう。本研究においては，食に関する
今日的なテーマを設定し，生徒の内的思考
を働かせるような授業を展開し，「批判力」
を引き金として適切な食行動における「判
断力」へつなげることができるよう教材を
開発したい。

２　研究目標
食を広くとらえ，「食行動における判断

力」を育成することに焦点を当てた高校生
対象の「食育プログラム」を開発する。さ

らに，同プログラムの実践により生徒に見
られた変容を明らかにする。

３　研究の実際
⑴研究仮説

食に関する今日的なテーマを設定した食
育プログラムを作成し実践することによ
り，生徒の食行動における「判断力」を育
てることができるであろう。
⑵研究内容
①研究主題に関する基礎研究
②食生活に関する実態調査実施及び分析
ア食生活状況調査の実施
イ食事状況調査の実施
⑶検証授業の実施
①対象　A 高等学校　２学年２学級
②期間　平成 27 年９月の６時間
③単元　家庭総合（４）ア , イ , エ
⑷研究の具体的内容
①研究主題に関する基礎研究
　各種文献調査。
②調査の実施及び分析
ア食生活状況調査の実施

全校生徒対象に平成 27 年７月に実施し
た調査において，朝食については，週１日
でも欠食することのある生徒は男子 34％，
女子 31％であった（図１）。男女を比較す
ると若干男子の欠食率が高く，７％の男子
が「全く食べない」と回答した。調査当日
も 60 人の生徒が朝「何も食べていない」
と回答した。

研・活 究

高等学校家庭科食育プログラムの開発

小 学 校 編

～食行動における判断力を育てる～
大
おおしま

嶋　明
あ き こ

子県立成田西陵高等学校教諭

高 等 学 校 編
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イ食事状況調査の実施
授業実施予定の２クラス 80 名を対象に，

７月に調査を実施した。野菜や果物をほと
んど食べない生徒が目立つ（図２）。特に
果物については摂取不足の生徒が多く，ビ
タミン類，食物繊維等の不足が心配される。

インスタント麺は 19％，スナック菓子は
11％が週４日以上摂取されており，食品添
加物や食塩，脂質等の過剰摂取が懸念され
る。甘い菓子類は約半数がほとんど食べな
いとしている反面，17％は週４日以上と，
摂取が日常化している生徒も見られる。

食事状況調査の結果については，個人別
の食事診断票を作成し，初回授業時に生徒
に返却を行った。同診断票には，不足して
いると考えられる栄養素と，それを補うに
はどのような食品を摂取していけばよいか
ということを中心にコメントを作成した。
③食育プログラム開発と検証授業の実施

本プログラムは高等学校家庭科において
食行動における判断力を育成するものであ
る。食育プログラムの構造を図３に示した。
また，全体像である食育プログラムを表１
に表した。

④検証授業の分析と考察

メリットばかりが強調されることの多い
ダイエットに対し，生徒自身がデメリット
を考えてみることで消費者としての批判的
な視点も必要だということを感じたという
感想が多くみられた。また，当たり前に受
け取っていた情報を「疑う」という視点が
入ることでより選択の幅が広がることを実
感した様子が感想から読み取れた。

遺伝子組み換え食品に対する多角的な情
報に触れ，それぞれに対して他者はどう考
えるのかを感じることができる授業構成と

図２　最近１週間の食品の摂取頻度

食育プログラムの構造
生活スタイル
生き方

批
判
力

日常の
食生活 食に関する基礎的名知識

（グローバルな視点，科学的根拠等）

判断力

決断力
選択力

葛藤
他者の
考え

外的環境
価格　食品表示
産地　製造会社
商品名　広告

食欲　ダイエット
健康　時間

食に関する知識

内的環境

新しい視点・価値観

協同学習

図３　食育プログラムの構造図

１　食に関する情報をどう受け取るか

２　世界の食事情①

図１　朝食の摂取頻度（男女別）

研・活 究

テーマ 学習目標 学習内容

1

食に関する情報を
どう受け取るか
―ダイエットを
 例に―

・ 1 つのことに対して様々
な見方があることに気づ
くことができる

・ 班活動に慣れ，積極的に
参加できる

数種類のダイエット方法を提示し，それ
ぞれのメリット・デメリットを班で話し合
い，３つ以上出し合う。話し合った結果，
どのダイエットを採用したいか選択する。

2

世界の食事情①
―遺伝子組み換
え
 食品を考える―

・ 食の問題は世界の大きな
流れの一部分であるとい
う概念を形成する

・ 身近な食品の安全性に関
心を持つ

遺伝子組み換え食品にまつわる情報を20
種程度提示し，情報を班活動でカテゴリー
化して整理し，遺伝子組み換え食品につ
いて考えを深め，発表する。

3

世界の食事情②
―食料自給率から
 考える―

・ 日本の食料自給率の低下
について知り，その社会
的背景や現在の自分の生
活との関わりについて考
えることができる

資料「知ってる？日本の食料事情（農林
水産省，H27 年 8 月）」を使って食料自
給率に関する問題点を見つけ，班活動で
カテゴリー化してウェブマッピングに表
す。

4

食品表示を知る ・ 食品購入の際に目にする
食品表示から，どのよう
なことが読み取れるのか
を理解することができる

例として，みそとみりんについて，食品表
示から本来の自然な形のものと人工的に
手を加えたものとの違いを読み取れるこ
とを知る。人工的なものについては，そ
の必要性やそのためにどのようなものが
使用されているのかを知る。食品表示か
らわかる，アレルギー物質，食品添加物，
保健機能食品などについて学ぶ。

5

どう選択するか
―買物疑似体験
 から―

・ 決められた観点から疑似
的に食材を選択すること
ができる

・ 食材を選択した根拠を明
確にし，班活動で人に表
現することができる

チャーハンを作るために購入する食材を
例に４人班で健康，安全などのそれぞれ
の４つ観点から食材を選択する。１人が１
観点を受け持ち，なぜその食品を選ぶの
かを担当の観点から理由を班員に提示す
る。４つの観点から議論し，結局買物す
るならどの食品を選択するのかを理由を
考え，伝え合い，決断する。

6
これからの食品選
択

・ 今後の自分の食行動にお
いて，気を付けるべきこ
とを整理できる

まとめ。これまでの授業を振り返って，食
品を選択する際に何を気を付けたらよい
か考え，自分の考えをまとめる。
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した。今まで「知らない」で通り過ぎてき
たことに対して，その是非を知ることで選
択するものが変わる。自分が賛同するかど
うかは別として，批判的な意見も存在する
のだということは知らなければならない。
新しい知識と他者の意見により，自分の中
に新しい視点・価値観が生まれた。

食料自給率の視点からアプローチするこ
とで，総合的に日本の食料問題を考える授
業の展開を図った。生徒たちは，普段絶え
ず接しているはずの食に関することで知ら
ないことが多くあるということに気づき，
同時に知らなければならないと意識してい
た。食に関する新たな事実に直面し，生徒
の既存の価値観にぐらつきが見られた。

企業側の利益，消費者の需要及び食品の
安全性との複雑な絡みの中で商品が生ま
れ，販売されているということを広い視野
で捉え，その中から批判的に考えてから，
自分にとって最良のものを選択する必要が
あることを学んだ。

食品の写真カードを用い買物疑似体験を
行った。反応としては，時間が足りないと
いう声に代表されるように，本当に買物に
行ったかのように集中して議論を進めてい
た。前４時間で得た知識や，様々な観点の
存在，批判的なとらえ方などを総動員して
の活動となった。

まとめをし，これからの食品選択につい
て内省的に考え文章化する時間とした。

【６時間全体を通して】　
全６時間のプログラムを通しての感想や

アンケートを分析し，授業前後で比較した。
新しいダイエットを「すぐに試してみたい」
と答えた数は授業前 14％，授業後６％と減

少した。食品を購入するときに気をつける
こととして，産地や食品添加物と答えた数
が増えた ( 図４)。日本の食について，「豊
かで何も問題ない」と答えた数は約 50％減
少し，「不安がある」が増加した。 

アンケートから，自分とは価値観の違う
人の意見を聞いて考えに広がりが出た様子
や，選択の際に「もっと考えよう」という
気持ちが芽生えたことが確認できた。

生徒たちは，食行動における選択の際に
批判的に考え，葛藤してから選択するとい
う行動へ変わるきっかけをつかんだように
見えた。高等学校家庭科は，社会へ独り立
ちする前に食について学習する最後の機会
である。この時期に食品選択について意識
を高めることは今後の生活スタイルを大き
く左右するものであり，高校生が食行動に
おける判断力を育成することには大きな意
義がある。

４　研究のまとめ
本プログラムにより生徒の食への関心が

高まり，様々な視点を得たことで批判的な
見方ができるようになり，「食行動における
判断力」が育成されるきっかけを与えた。
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図４　食品を購入する際に気を付けること（複数回答）

３　世界の食事情②

４　食品表示を知る

６　これからの食品選択

５　どう選択するか―買物疑似体験―
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